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モチベーションツールを用いた小児が陽子線治療を完遂した事例報告

Ⅰ．はじめに

小児がんの集学的治療の一つである放射線療法において、
陽子線治療は正常組織への影響を最小限にとどめ、晩期の成
長障害や二次発がんリスクなどの晩期合併症を軽減できるた
め、特に小児がん患者に対して有用な治療法であると考えら
れている。また、我が国では、2016 年 4 月より小児固形が
んに対する陽子線治療に対して公的保険が適応された。A
病院においても、陽子線治療を受けることができる施設が設
置され、小児がん患者にも 2019 年から治療を開始し、現在
までに 34 人が治療を受けており、年々増加している現状に
ある。
小児の陽子線治療における看護の役割は、小児が発達段階
に応じて治療の必要性や検査の内容などを理解し、家族も治
療について理解した上で陽子線治療を完遂できるように支援
していくことである。陽子線治療は、1～ 2 ヶ月と治療期間
が長いが有害事象が少ないため、成人においては外来通院で
治療ができるが、小児では治療期間中は入院が必要となるこ
とが多い。これは、治療の必要性の理解が不十分な小児や照
射時間が数十分要することから安静が保てない小児が多く、
治療前に入眠処置が必要になるためである。石川ら 1）は「確
実な治療遂行のために 30 分程度音や振動に対し反応しない
レベルの深い鎮静を行う。それにより鎮静剤の耐性が生じ、
薬剤使用量が増加し、深い鎮静により呼吸抑制などの副作用
が出るリスクも高く、鎮静前後の食事制限も余儀なくされ
る。強制的に鎮静されるため、生活リズムの乱れなどが起
き、夕食もとらずに朝まで寝てしまったり、覚醒してもその
後夜眠れなくなったりと、身体的負担も大きい。食事や飲
水、午睡を制限されることで子どもの精神的負担も大きい」
と述べている。また陽子線治療について市川ら 2）は「覚醒
下では、家族と離れて大きな機器がある誰もいない部屋で孤
独感が伴う。また体を動かせないという厳しい条件で行われ
る。そのため、不安や恐怖という心理的ストレスが大きい治
療である」と述べている。
A病棟でも小児が陽子線治療を安全に且つ前向きに臨め

るよう小児に対して、積極的にプレパレーションを実施しモ
チベーションツールを導入している。モチベーションツール
とは、検査や処置、治療を可能な限りストレスなく頑張って
受けることができ、その頑張りを形として残しモチベーショ
ンアップに繋げるためのツールのことである（以下モチベー
ションツールとする）。今回、本事例と同年代に導入してい
るモチベーションツールを導入したが、このモチベーション
ツールでは治療への拒否感が軽減しなかった。しかし、小児
の個別性を踏まえ再考したモチベーションツールを導入した
結果、治療への意欲向上に繋がった事例を経験した。陽子線
治療が開始されてから数年しか経過していないために、小児
の陽子線治療やモチベーションツールに関する報告、論文は
少ない。そのため、本事例の看護実践を振り返ることは、小
児の陽子線治療における看護支援を明らかにすることがで
き、今後の小児看護の一助に繋がると考えた。

Ⅱ．目的

陽子線治療中にモチベーションツールを導入した 5歳児の
反応をもとに、小児が陽子線治療を完遂するための支援を明
らかにする。

Ⅲ．方法

1．研究デザイン：質的事例研究
2．対象者及び期間及び場所
1）対象者：非定型奇形腫様ラブドイド腫瘍と診断された 5
歳児女児（以下Aちゃんとする）。化学療法と並行して陽子
線治療が開始となる。陽子線治療は体動制限があるため、鎮
静剤を使用し入眠下で実施することとなっていた。陽子線治
療は平日の夕方に、計 22 回実施した。陽子線終了後は化学
療法を継続していたが、化学療法中に再発が判明したため、
2回目の陽子線治療を計25回実施することとなった。Aちゃ
んは第一子であり同胞はおらず、両親と父方祖父母と同居し
ている。入院中、母が付き添い、父は仕事の合間に面会に来
ている。Aちゃんは人見知りであり、初めてのことに対し
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ては恐怖心があり拒否が強かった。
2）調査期間：2020 年 1 月～ 12 月
3）場所：A病棟
3．内容：モチベーションツールを導入していた頃の看護記
録を振り返り、モチベーションツールの内容や小児と家族の
反応を電子カルテから情報収集を行った。
4．データ分析方法：電子カルテからモチベーションツール
の内容や導入時～導入後の小児と家族の反応を情報収集、ア
セスメントし、モチベーションツールの効果を検討する。

Ⅳ．倫理的配慮

家族に本研究の目的、プライバシー保護について口頭で説
明し同意を得た。本研究の実施、発表に関しては所属の看護
部の承認を得た。
本研究に関して開示すべき利益相反関係にある企業等はな
い。

Ⅴ．結果

1．初発時
診断後、陽子線治療開始することとなり、初めはモチベー
ションツールを導入していなかった。治療のために眠剤内服
が必要であったが拒薬が強く内服に 1時間要すこともあっ
た。そんな中、Aちゃんは他児がフレフレビーズ（以下ビー
ズとする）をしているのを羨ましそうにしている様子があっ
た。ビーズとはアメリカ発祥のビーズオブカレッジを模した
ものである。この取り組みは病気に対するストレス軽減や治
療に対して前向きに取り組めるような心理的サポートが期待
されている 3）。A病棟では、主に幼児から学童期の子どもを
対象にこの取り組みを導入している。それぞれの処置や検
査、頑張ったことによって異なるビーズを設定し、毎日フレ
フレ日記（以下日記とする）を記載している。フレフレビー
ズ、フレフレ日記とは、ビーズオブカレッジを模し、A病
院のキャラクターを冠したものである。また週に 1回振り返
りながらビーズを渡し糸に通していき、最終的にはネックレ
スのようになり入院生活の中で頑張ってきたことが目で見て
わかるようなモチベーションツールとなっている。Aちゃ
んの様子からビーズを導入することとなり、当初は日記の記
載を看護師、保育士、母、Aちゃんとで行い、陽子線治療
や検査、処置の項目毎に決められたビーズを渡した。日記記
載を拒否するなど機嫌のムラはあったが、「早くビーズをし
たい」と積極的に取り組んでいることもあり、自分の頑張り
が形になることに喜びを感じている様子が伺えた。しかし、
陽子線治療が長期になりビーズ開始から約半年経つ頃には、
ビーズを選んでいる途中でAちゃんの表情が険しくなり「疲
れた」と手で頭を抱えることもあった。その様子から母とも
相談の上陽子線治療終了のタイミングでビーズのモチベー

ションツールも終了することとなった。
2．再発時
再発と診断された後、陽子線治療を再度行うことになっ
た。モチベーションツールについてはAちゃんは買い物の
経験がなかったため、年齢的にも買い物を経験させたいと母
の希望もあり、Aちゃんの好みに合わせた着せ替え人形の
モチベーションツールで人形の服や靴をコインで買い物する
という形式で実施することとなった。また、陽子線治療前に
陽子線治療室への見学を実施した。しかし、Aちゃんは人
見知りであり、母からも「技師さんたちに人見知りしている
みたいでそれで緊張するというか、あの環境にいるのがしん
どいのかな」と陽子線治療室に行くこと自体への恐怖も感じ
ていた。放射線技師との関係構築のためにも、コインは放射
線技師から渡してもらうこととした。さらに、母からの提案
で買い物に使うコインの枚数を入眠下で実施したら少なく、
覚醒下で実施したら増やすことにしてAちゃんのモチベー
ションが向上できるような工夫を検討した。母の提案やA
ちゃんの様子も踏まえ、モチベーションツールについて再度
医療者でカンファレンスを行った。母とも相談し、始めは入
眠下で陽子線治療を行うこととした。治療初日は不機嫌で啼
泣していたが、翌日からはコインで購入したものを看護師に
見せたり気に入った服を人形に合わせて遊んだりしており機
嫌良く過ごすことができており、スムーズに治療に臨むこと
ができた。また、コインを貯めておいて欲しいものを買おう
と自ら購入計画を立て、それが購入できた時は嬉しそうな様
子も見られた。しばらく入眠下での治療を続けていたが、覚
醒下での治療をAちゃん自ら希望するようになった。実際
に覚醒下で行った際には恐怖心を訴えることはなく、以前よ
り多くコインをもらうことができAちゃんも喜んでおり、
その後も治療への拒否が見られることはなかった。覚醒下で
治療を行えるようになりコインも貯まってきたため、コイン
で交換できる服を増やしモチベーションがさらに向上できる
よう内容を変更した。その後は治療終了まで覚醒下で行うこ
とができた。（表 1）

Ⅵ．考察

今回の事例は 5歳児であり病気や治療について十分に理解
できないため、少しでも治療を前向きに受けられるように工
夫が必要であった。当初は他児が実施しているビーズに興味
を示していたため、Aちゃんにも同様のモチベーションツー
ルを導入することで治療を前向きに受けることができると考
えていた。また、それまでビーズを導入していた他の小児
は、楽しんでビーズを行っておりモチベーション向上へ繋
がっていたため、小児にとってビーズの導入は効果的である
と考えていた。しかし、Aちゃんは導入当初は前向きであっ
たが、徐々に興味を示さなくなりモチベーションツールの効
果が得られなくなったため、再発時には母と受け持ち看護師
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でモチベーションツールについて何度も相談した。Aちゃ
んの興味のあることや母がAちゃんに買い物をさせてあげ
たいという思いを考え、Aちゃんの好みに合わせた服や靴
を買い物するモチベーションツールに変更したことで、前向
きに治療に臨むことができ、結果的に覚醒下で治療を受ける
ことができた。
流郷 4）は、「処置後の子どもにポジティブなイメージを与
えることが重要である。処置後の子どもの達成感や満足感を
高める援助によってストレス緩和の可能性があることが示唆
された」と述べている。また古株ら 5）は、「子どもの潜在的
対処能力を引き出し、子どもががんばれたと実感できる関わ
りをすることで、子どもの健全な心の発育を支援する」と述

べている。陽子線治療は照射中、体を動かすことができず、
入眠下での治療は絶食や睡眠リズムの不調をきたすなど子ど
もにとってストレスも大きい。初発時はAちゃんに他児と
同様のモチベーションツールを使用していたが、定期的に
Aちゃんの反応をモニタリングし、そのモチベーションツー
ルが効果的であったかどうかを振り返ることができていな
かった。5歳児は様々なことに興味を持ち始める年齢である
が、同じ内容や方法を継続することは飽きが生じる可能性が
あると考える。そのためAちゃんが最初にビーズに興味を
示していたとしても、定期的にAちゃんの心の変化に応じ
てモチベーションツールの内容が適切かどうかを評価し、個
別性を考えてモチベーションツールを導入、変更するべきで

表 1　モチベーションツール導入の経過と反応
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あったと考える。初発時に入眠処置のための眠剤内服を拒否
したエピソードや入眠処置のため絶食が必要になること、放
射線技師への人見知りなども含めて、Aちゃんにとって陽
子線治療はネガティブなイメージが大きかったと考える。幼
児の達成感について浅利 6）は、「幼児にとって負荷のある何
らかのイベントを幼児が大人との相互作用を通じて準備、遂
行したうえで得られる感情である。具体的には安堵、うれし
い思い、成熟した感覚、満ち足りた思い、である。達成感が
得られると幼児はそのイベントに関する成果を得られるだけ
ではなく社会性、主体性が強化され、情緒が安定する」と定
義している。そのため放射線技師にもモチベーションツール
に参加してもらい、Aちゃんと関わりを持ってもらうこと
で、Aちゃんが他職種とも関係を築くことに繋がった。ま
た初発時のエピソードを踏まえて、モチベーションツールが
効果的に使用できているかを適宜評価し、Aちゃんの頑張
りに合わせてモチベーションツール内容を変更したことで
Aちゃんのモチベーションが向上し達成感を味わうことが
でき、最終的に鎮静剤を使用せず覚醒下での実施に繋がった
と考える。
さらに、成長発達の視点からもモチベーションツールの工
夫が必要である。エリクソンの漸成的発達理論 7）では、「幼
児期後期（3歳から 6歳）は、自律性が育まれ、自分で考え、
行動するようになる期間である。また親の助言や『ごっこ遊
び』を通じて社会性や規範を身につけていく」としている。
また神谷ら 8）は、「ごっこ遊びはコミュニケーション能力、
役割取得能力、自己コントロール能力など、多様な社会的能
力を駆使して行う高度な遊びであるといえる」と述べてい
る。本来Aちゃんの年齢であれば、幼稚園や家庭での生活
の中で社会性を身につけ、コミュニケーション能力や理解、
記憶力の向上、主体性や自律性も獲得していく。しかし泉
ら 9）10）が、「一般的に入院している子どもの場合、閉鎖され
た空間での単調で様々な制限のある生活を余技なくされるた
めに子ども同士で遊ぶ機会も制限され、外界からの刺激も乏
しく成長発達に影響を及ぼす場合が多いと言われている」と
述べているように、長い入院生活の中では同年代の小児と交
流する機会は少なく、買い物を経験することもできない。今
回のようなモチベーションツールを使用したことで社会的な
能力である貨幣価値や他者とのコミュニケーションを学ぶこ
とができ、Aちゃんの成長発達にも繋がったと考える。治
療を安全に行うためには鎮静が必要な場合もあるが、入眠処
置に伴う絶食や生活リズムの乱れが小児の成長発達に影響を
及ぼす可能性は十分にあるため、Aちゃんがモチベーショ
ンツールを使用したことにより覚醒下で治療を行えるように
なったことは有意義であったと考える。
以上のことより、長期に渡る治療を少しでも前向きに受け
るためには細やかな観察や小児の好み、成長発達に合わせた
モチベーションツールを小児本人や家族とのコミュニケー
ションをとり情報収集をしながら導入し、導入後もモチベー

ションツールが効果的であるかを小児の反応をもとに適宜評
価、工夫していくことが必要だと考える。

Ⅶ．結論

陽子線治療は長期間に渡るため、少しでも前向きに受けら
れるようモチベーションツールの導入が効果的である。今回
の事例により、Aちゃんが好むモチベーションツールを選
定したことでモチベーションアップに繋がり、覚醒下で治療
を継続することができた。これらを踏まえて、小児や家族と
ともにモチベーションツール内容を検討し、適宜評価しなが
ら、小児の治療に対する不安や恐怖心を軽減し、前向きな気
持ちで治療を受けられるように支援することの重要性が示唆
された。また、モチベーションツールは個別性のあるものを
導入することで、小児が治療を完遂できることが判明した。
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